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耳納連山を望む筑後川に面した、昔馴染みの田園風景を見渡せる和風の平屋建てのホームです。家庭的な環境の下でその人
らしい生活が送れるよう支援しています。「身体拘束のないケア」を目指し、玄関は施錠はおこなっていません。利用者様の自由
を束縛しないように支援しています。誕生日には栄養士とも相談し、利用者様の希望の食事を提供し喜んでもらっています。時に
は、希望のメニューを一緒に調理をする時間をもうけたり、職員と共におやつ作りを楽しんでもらったりしています。食事は委託し
ているため、調理に時間をとられることなく、その分、利用者様に寄り添いゆっくりとした時間を過ごし、安心して生活して頂いてま
す。利用者様の今を大切にし、要望を受け入れ、行きたい場所に外出したり、四季を感じて頂ける様に季節に合った行事を行って
います。また、ご家族と一緒に日帰り温泉へも出かけています。併設しているデイサービスとの合同で行う夏祭りや文化祭の行事
には地域の方々の演芸披露もあり、多数の方に来場頂き皆様との交流の場にもなっています。
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年１回の地域一斉清掃に職員と利用者が参加している。毎

年事業所の夏祭り、文化祭に地域住民の参加や、幼稚園

児、高校生等の演技披露もあり、利用者と地域住民が共に

楽しむ機会となっている。ご近所とおすそ分けをしあったり、

旅行のお土産を頂くこともある。事業所で開催する出前講

座へ地域の参加呼びかけも行っている。

市、包括支援センター職員、民生委員、家族代表、利用者

の参加で開催し、情報交換や、自己・外部評価の結果報

告、事業所の運営・サービスへの質問、助言を受け、双方

向的な会議となっている。出された意見は職員会議で検討

し、サービス内容に取り入れたり、家族への適切な助言に

役立っている。今年は家族代表の交代で、新たな意見が期

待できる。

同法人３ケ所のグループホームが合同で専門委員会を開

催している。職員の中から委員長、管理者はオブザーバー

として参加し、職員主体の委員会となっている。話し合われ

た内容は各事業所で発表、伝達研修を行い、職員は身体

拘束のみでなく言葉の拘束にも気をつけている。日中玄関

は施錠せず、見守り、寄り添うケアを実践している。



職員は１年に１回研修に参加したり、内部伝達研修の

機会がある。利用者の尊厳を大切にし、呼称は苗字に

さん付けを徹底している。同姓の場合のみ了解を得て
名前にさん付けで呼んでいる。訪室時はノックをし、了

解を得てから入室し、入浴、トイレ、更衣等の介助時は
ドアを閉め、手際よく、羞恥心への配慮に努めている。

採用は年齢、性別等を理由に排除されることはない。本
人のやる気を大切に採用している。職員は交替で、勤

務として法人全体の研修や、外部研修に参加でき、直

接学ぶ機会がある。希望休も取得でき、自己研鑽の為
の学びにも参加できている。職員の特技をサービスの

中で活かす場があり、仕事への意欲とやりがいにも繋
がっている。

管理者は職員会議や個別面談等で職員より意見を聞い
ている。老朽化したセンサーマットの交換や、追加購入

を提案したり、行事内容やケアに関する意見が積極的

に出されている。事業所単独で判断できる内容は全員
で検討し、運営に反映され、購入等に関してもすぐ管理

者は母体法人へ繋ぎ、見積りを取るなど検討がなされ
ている。





外出行事を企画するにあたり、利用者、家族から昔よく

行ってた懐かしい場所、地域の祭り等を聞き、花見や、
天満宮祭りへの参拝を企画している。又昔住んでいた

自宅へ家族が連れて行かれ、喜ばれている。高齢にな

り外出が少ない利用者には知人来訪により、部屋で
ゆっくり談笑してもらったり、電話を取り次ぎ、会話を楽

しむことで馴染みの関係継続ができている。

各職員が利用者を担当し、計画の原案を作成後、会議
で利用者の意向に則した個別計画となっているか意見

交換し計画書を作成している。本人の意向が確認でき
た時や家族訪問時の要望等はミーティングノートに記載

し、計画を反映している。通常半年毎に見直すが、状態

に変化がある時にはその都度見直し、現状に即した介
護計画となっている。



入居前のかかりつけ医の受診を多くの利用者が継続し
ている。家族対応でかかりつけ医を受診の際は、日々

の状況を記載した受診ノートを持参してもらい、医師と

の連携を図っている。職員対応で受診の際も含め、受
診後は家族、職員ともに情報を共有している。また夜間

緊急時の医師の連絡先を確認しており、各々のかかり
つけ医との連絡体制も整っている。

入居時や生活の中で、終末期に向けた利用者や家族

の意向を確認し、事業所で最期を迎えた方も複数おら

れる。最期の時を事業所で希望されていれば、主治医と
話をし、意向に沿った支援をしている。家族が事業所に

宿泊し最期の時を一緒に静かに過ごせるよう、職員の
体制も整え看取りを支援している。



訓練マニュアルにそって、昼夜を想定した火災想定の避難

訓練を実施している。訓練には近隣住民の参加もあり、避

難場所で利用者の見守りを担っている。今年新たに、防災

委員会が設置され、今後に向けての取り組みを行っている

が、風水害・地震等への対策は具体化に至っていない。備

蓄品は米や調味料など調理が必要なものである。スプリン

クラーを設置している。

防災委員会を設置しているところなので、風
水害や地震等の災害発生時のマニュアル

作成が望まれる。また地域全体でライフライ
ンが遮断された想定での備蓄品について、

今一度検討する機会を持つことを期待した

い。

献立作成と調理は、民間業者に委託し事業所内の厨房
で調理している。日曜日は利用者と職員との手作りおや

つで、利用者の楽しみとなっている。庭の畑では季節の
野菜を育てており、食卓へ上がるのも楽しみのひとつで

ある。その日の利用者の状況や食事の内容に応じて、

ユニット内で刻むなど、誰もが食べやすいように工夫を
図っている。



利用者一人ひとりの排泄リズムを把握し、その間隔で、
声かけや誘導を行っている。声かけは耳元で小声で

行ったり、他の利用者が居ない場所へ誘導してから声

かけする等、プライバシーへの配慮をしている。利用開
始時はオムツ使用だった利用者も布のパンツで過ごす

ことができるようになるなど、積極的に排泄の自立支援
に取り組んでいる。

体調不良や、体力低下が見られる利用者を除き、毎日入浴

を提供している。１人ずつ、好みに合わせた湯温で提供し、

好みの時間や介助の状態に応じて夕食前や夜間入浴を提

供することで、自然な睡眠を促すこともできている。希望で、

併設するデイサービスの、温泉風の岩風呂を楽しむ事もで

きる。入浴中は脱衣室、浴室のドアを閉め、他の職員は出

入りをしない等、羞恥心への配慮を行っている。



近くのお宮へ散歩に出かけることが多く、元気な利用者
が車椅子の利用者を押して行くこともある。外出が困難

となっても、テラスで日光浴をすることで、外気を感じら

れるよう支援している。事業所で季節の花見に出かけた
り、今年は家族と現地で集合し、日帰り温泉を予定して

いる。


